
『 生薬単 』追加情報・正誤表
この度は『生薬単』をご購入いただきまして、誠に有り難うございます。
本書の第２刷に以下の補足・訂正箇所がございましたので、補足・訂正
させていただくとともに、深くお詫び申し上げます。

2009年8月現在

主要成分 グリチルリチン
の解説（4行目）

コラム（1段目下2行）

第2刷

基原植物解説

基原植物解説

基原植物解説

基原植物解説

基原植物解説

基原植物解説

コラム（2段目 9行目）

基原植物解説

コラム内写真 魚の名前

コラム内 サツマイモの学名

生薬和名

カラタチ属

箇所 誤 正

箇所 変更

基原植物解説p.56

p.58

p.63

p.76

p.101

p.110

p.130

p.136

p.148

p.208

p.228

p.238

p.246

p.279

アミメカワハギ

Pontirus

Colocasia esculenta

淫洋藿

葉身は卵状披針形。全緑、鋭頭。

穏やかな女性ホルモン作用

長さ3～6cmの新造形。

戻状に小球形液果を下垂、赤熱。

核果は長楕円球形で暗赤熱。

婚姻瘤

アミメハギ

Poncirus

Ipomoea batatas

淫羊藿

葉身は卵状披針形。全縁、鋭頭。

穏やかな男性ホルモン作用

戻状に小球形液果を下垂、赤熟。

核果は長楕円球形で暗赤熟。

内蹠隆起

穂状花序は5弁の暗黄色の煉花か
らなる。

穂状花序は5弁の暗黄色の蝶花か
らなる。

豆果は線形で長く、熱すると弓状
に曲がる。

豆果は線形で長く、熟すと弓状に
曲がる。

全草に長い租毛あり。葉は互生
し、無柄。葉身は披針形で全緑。

全草に長い粗毛あり。葉は互生
し、無柄。葉身は披針形で全縁。

中国から輸入している山帰来と
は、ケナシサルトリイバラ（Smilax 
china）、別名カラサンキライ「唐山
帰来」であり、「土茯苓」の名で・・・

ちなみに、アジサイの葉には青酸
配糖体のアミグダリン（p.214「ト
ウニン」）が含まれるため食べては
ならない。

ちなみに、アジサイの葉には中毒
例が報告されているので、食用に
は用いるべきではない。

中国から輸入している山帰来と
は、ケナシサルトリイバラ、別名カ
ラサンキライ「唐山帰来」であり、
「土茯苓」の名で・・・

アミグダリンに関する誤解を招く恐れがありますので表記を変更いたします。

（心臓型）
長さ3～6cmのハート形。

p.141

※註


